








要約:本邦に於ける乳幼児突然死症候群(SIDS)の発生頻度は出生 1000 当り約 O.3 と考えら

れるが、その増加傾向が認められている。SIDS は長年の研究にかかわらず、未だその原

因が明らかでないが、その中心となる病態は脳幹部における自律神経系調節機構の微細な

機能異常による覚醒反応(arousal responce)の低下であると考えられるようになってきた。

それに関連して育児環境が SIDS の発生頻度に大きく影響することが伺われ、諸外国のデ

ータがそれを裏付けているところから、世界規模の調査の一貫として本邦に於ける育児環

境の調査が行われ 70%が仰向け、20%がうつ伏せ寝であることなどが示された。ハイリス

ク児のスクリーニングにおいて、気道抵抗に対する反応性を見る新しい方法が期待されて

おり、ホームモニタリングの機器および使用方法の検討によってその発生頻度を大幅に改

善する可能性が示されつつある。


